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2平成 23年 8月1日

お 知 ら せ
　

心
身
に
障
害
が
あ
る
人
が
病
気

な
ど
に
よ
り
治
療
を
受
け
た
場

合
、
保
険
診
療
の
自
己
負
担
分
の

払
い
戻
し
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
／
①
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
で
１
級
、
２
級
の
人
、
療
育

手
帳
所
持
者
で

、

の
１
、


の
２
、
Ａ
の
１
、
Ａ
の
２
の
人
。

②
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
で
３

級
、
４
級
の
人
、
療
育
手
帳
所
持

者
で
Ｂ
の
１
、
Ｂ
の
２
の
人
。

※
②
の
人
は
１
か
月
１
医
療
機
関

（
入
院
、
外
来
、
歯
科
は
別
）
ご

と
に
１
千
円
の
自
己
負
担
と
な

り
、
１
千
円
を
超
え
た
分
を
支
給

し
ま
す
。

※
入
院
時
の
食
事
代
は
対
象
外
で

す
。

※
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
か
ら

高
額
療
養
費
や
付
加
金
が
支
給
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ら
を
差
し
引

い
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

※
受
給
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

　

申
請
方
法
／
市
役
所
備
え
付
け

の
心
身
障
害
者
（
児
）
医
療
費
支

給
申
請
書
と
医
療
機
関
の
領
収
書

を
福
祉
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
毎
月
10
日
ま
で
に
受
付
し
た

申
請
に
つ
い
て
は
、
翌
月
末
日
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（
☎
22
―

３
４
９
２
）

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　047-434-0999

相談時間 9:00～16:30（日・祝祭日除く)

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00～16:00

気
持
ち
で
冷
静
に
対
処
す
る
よ
う
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
緊
急
時
の
連
絡
先
と
し
て
、
本
人

の
携
帯
電
話
番
号
や
勤
務
先
の
電
話

番
号
、
友
人
の
連
絡
先
な
ど
を
把
握

し
、
い
つ
で
も
確
実
に
連
絡
が
取
れ

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
電
話
が
つ
な
が
ら
な
い
、
連
絡
先

が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
連
絡
が
取
れ

な
い
場
合
に
は
、
す
ぐ
に
警
察
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

○
脅
迫
め
い
た
言
動
を
受
け
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
お
金
を
振

り
込
ま
ず
、
家
族
や
親
戚
又
は
警
察

に
相
談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（
☎
25

―
５
７
７
５
）

　

館
山
警
察
署
管
内
で
、
振
り
込
め

詐
欺
に
よ
る
被
害
者
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
５
月
末
ま
で
に
７
件

の
振
り
込
め
詐
欺
が
発
生
し
て
お
り
、

昨
年
５
月
末
と
比
較
す
る
と
６
件
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
被
害
総
額

は
、
１
千
544
万
円
と
多
額
の
被
害
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
館
山
警
察
署
で

は
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
銀

行
や
郵
便
局
の
ご
協
力
に
よ
り
、
未

然
に
防
い
だ
事
例
も
あ
り
ま
す
が
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。
不
審

な
電
話
に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
最
近
の
手
口
）

○
事
前
に
身
内
を
名
乗
り
「
携
帯
電

話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
か
ら
控
え
て

お
い
て
」
な
ど
と
連
絡
し
て
お
き
、

電
話
番
号
を
控
え
さ
せ
、
数
日
後
に

「
株
が
下
が
り
補ほ

て
ん填

し
な
く
て
は
な
ら

な
い
か
ら
、
お
金
を
振
り
込
ん
で
ほ

し
い
」
な
ど
、
だ
ま
し
の
電
話
を
す

る
と
き
の
警
戒
感
を
払
拭
さ
せ
る
。

○
あ
ら
か
じ
め
「
風
邪
を
ひ
い
て
声

が
変
だ
と
思
う
け
ど
…
」
と
言
っ
て

お
き
、
相
手
に
疑
問
を
抱
か
せ
な
い

よ
う
に
す
る
。

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

○
電
話
が
か
か
っ
て
き
て
も
動
揺

し
な
い
、
慌
て
な
い
。
電
話
を
切
っ

た
あ
と
、
す
ぐ
に
事
実
を
確
認
す
る

心
身
障
害
者（
児
）の
医
療
費
を
助
成

国民年金にゆとりをプラス
自分で入る公的な年金制度

　国民年金に加入している人には、サラ

リーマンのような、国民年金に上乗せす

る年金がありません。そこで、その差

を埋めるためにできた公的な年金制度が

「国民年金基金」です。

　対象／国民年

金保険料を納め

ている 20 歳以上

60 歳未満の人

　特徴／①基本

は終身年金なの

で、一生涯受け

取ることができ

ます。②掛け金は全額が社会保険料控除

の対象となり、所得税や住民税が軽減さ

れます。③受け取る年金額が確定してい

て、掛け金も一定です。④ライフプラン

に合わせて、自由に設定することができ

ます。⑤万が一の時には、家族に遺族一

時金が支給されます。

　問合せ／千葉県国民年金基金（☎
0120 － 65 － 4192）

国 民 年 金 基 金

市県民税第 2期、国民健康保険税第 2期、介護保険料第 2期、後期高齢者医療保険料第 2期の
納期限は 8 月 31日（水）です。問合せ／納税課（☎ 22－3257）



3 だん暖たてやま

　

ひ
と
り
親
家
庭
に
支
給
さ
れ

る
児
童
扶
養
手
当
を
は
じ
め
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
、
特
別
障

害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手

当
、
経
過
的
福
祉
手
当
を
受
け

て
い
る
人
は
、
毎
年
１
回
の
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
る

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
」

を
、
７
月
下
旬
に
送
付
し
ま
し

た
。
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己

負
担
額
は
、
保
護
者
の
世
帯
の

住
民
税
額
に
よ
っ
て
新
た
に
定

め
ま
し
た
。

年
度
末
ま
で
）
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
に
、
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
る
た

め
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ

る
児
童
（
20
歳
未
満
）
の
福
祉

の
増
進
を
は
か
る
こ
と
を
目
的

に
、
障
害
の
あ
る
児
童
を
監
護

し
て
い
る
父
も
し
く
は
母
、
ま

た
は
、
父
母
に
か
わ
っ
て
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
（
養
育
者
）

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
特
別
障
害
者
手
当

　

20
歳
以
上
で
重
度
の
障
害

（
身
体
障
害
者
手
帳
の
お
お
む

ね
１
～
２
級
程
度
な
ど
）
が
重

複
し
て
あ
る
な
ど
、
日
常
生
活

で
常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
人
が
対
象
で
す
。

■
障
害
児
福
祉
手
当

　

20
歳
未
満
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
の
お
お
む
ね
１
級
か
、
療

育
手
帳
の
お
お
む
ね

程
度
の

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
で
常

時
介
護
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

が
対
象
で
す
。

　

問
合
せ
／
児
童
扶
養
手
当
に

つ
い
て
は
こ
ど
も
課
（
☎
22
―

３
４
９
６
）、
そ
の
他
の
手
当

に
つ
い
て
は
福
祉
課
（
☎
22
―

３
４
９
２
）

忘
れ
る
と
大
変
！
各
種
手
当
の
現
況
届

子
ど
も
医
療
費
助
成
受
給
券
を
送
付

　市では、市税の納付に便利で確実な、口座振替の利用を推進しています。

　8 月 31 日（水）までの期間内に、固定資産税・都市計画税、市県民税、国民健康

保険税の口座振替を新規または追加で申し込むと、抽選で市からの記念品や事業所

からの特別賞を贈呈します。

　口座振替についての詳細は、納税課まで問い合わせてください。

　問合せ／納税課（☎ 22 － 3257）

特別児童扶養手当

特別障害者手当

障害児福祉手当

経過的福祉手当

8月1日（月）

～8月31日（水）

8月11日（木）

～9月12日（月）

手 当 証 書、 住

民票、印鑑など

手当証書、印鑑

こども課

（☎22－3496）

福祉課

（☎22－3492）

各種手当 現況届提出期間
手続きに

必要なもの
担当課

現況届、印鑑な

ど

児童扶養手当

「口座振替推進キャンペーン」は8月31日（水）まで

　

所
得
や
世
帯
員
の
状
況
な
ど

を
届
け
る
も
の
で
、
届
け
出
が

遅
れ
た
り
、
提
出
さ
れ
な
い

と
、
次
の
受
給
月
に
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ

ず
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の

案
内
な
ど
は
、
７
月
末
に
対

象
者
に
送
付
し
ま
し
た
。
そ
の

他
の
手
当
は
事
前
に
送
付
し
ま

す
。

■
児
童
扶
養
手
当

　

離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父
親
ま

た
は
母
親
と
生
計
を
別
に
し
て

い
る
児
童
（
18
歳
に
な
る
年
の

　

８
月
か
ら
は
、
新
た
に
送
付

さ
れ
た
受
給
券
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。
期
間
の
過
ぎ
た
受
給

券
は
、
こ
ど
も
課
へ
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
護
者
や
世
帯
構
成
、

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
こ

ど
も
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

平
成
22
年
中
の
所
得
状
況
に

よ
り
、
新
た
に
助
成
を
希
望
す

る
場
合
は
申
請
が
必
要
で
す
。

８
月
１
日
以
降
の
申
請
は
、
申

請
日
か
ら
助
成
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
（
☎
22

―
３
４
９
６
）



4平成 23年 8月1日

お 知 ら せ
　

館
山
市
農
産
物
直
売
所
連
絡

協
議
会
が
、
消
費
者
の
皆
さ

ん
に
親
し
ま
れ
や
す
く
、
ま

た
「
地
産
地
消
の
推
進
に
よ
り
、

地
域
の
農
業
を
活
性
化
し
て
い

こ
う
」
と
い
う
こ
の
団
体
の
目

的
に
合
っ
た
愛
称
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
全
国
各
地
か
ら
148
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
選
考

の
結
果
、
愛
称
は
「
ア
グ
リ
ッ

シ
ュ
た
て
や
ま
」
に
決
定
し
ま

し
た
。

　

こ
の
愛
称
を
考
案
し
た
の
は

愛
知
県
名
古
屋
市
に
在
住
す
る

小
寺
光
雄
さ
ん
で
、『
ア
グ
レ
ッ

シ
ブ
（
積
極
的
）』
で
『
フ
レ
ッ

シ
ュ
（
新
鮮
）』
な
館
山
市
の

農
産
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い

う
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
非
常
に
高
い

評
価
を
受
け
、
愛
称
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

小
寺
さ
ん
に
は
、
協
議
会
か

ら
賞
品
と
し
て
「
館
山
産
コ
シ

ヒ
カ
リ
30
キ
ロ
と
新
鮮
な
旬
の

野
菜
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
愛
称
が
採
用
さ
れ

　

館
山
市
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対

策
協
議
会
で
は
、
農
業
用
の
使

用
済
み
ハ
ウ
ス
被
覆
材
（
塩
化

ビ
ニ
ー
ル
・
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
な

ど
）
の
回
収
を
行
い
ま
す
。
回

収
を
希
望
す
る
人
は
、
所
定
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
８
月
17
日
（
水
）
ま
で
に

Ｊ
Ａ
安
房
の
各
支
店
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
分
別
・

梱
包
の
際
は
、
申
込
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
注
意
を
よ
く
読
ん

で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

処
理
費
用
は
、
お
お
む
ね
軽

ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
１
千
円
か
ら

２
千
円
程
度
で
、
回
収
日
に
徴

収
し
ま
す
。
積
み
込
み
は
、
待

機
し
て
い
る
車
両
に
各
自
で

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
／
表
の
と
お
り

　

問
合
せ
／
館
山
市
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
対
策
協
議
会
（
☎
22
―

３
３
９
７
）

無理せず、できることから…

～節電にご協力ください～

館
山
市
農
産
物
直
売
所
連
絡
協
議
会

愛
称
は「
ア
グ
リ
ッ
シ
ュ
た
て
や
ま
」に

廃
プ
ラ
・
ハ
ウ
ス
被
覆
材
を
回
収

農
業
用

10月１日（土）から

「赤山地下壕跡」の見学が有料に
　市では、平成 16

年 4月1日から壕内

の一部公開を無料で

行ってきましたが、

10 月1 日（土）から

有料となります。

　入壕料／【個人】

一般 200 円、小・中・高校生 100 円【団体（20 人

以上）】一般 150 円、小・中・高校生 50 円

※ 65 歳以上の市民、市内小・中学校の児童・生徒（学

校行事に限る）、市内の福祉施設などの入所者、身体

障害者は入壕料が免除されます。

　予約／豊津ホール（☎ 24 － 1911）

　問合せ／生涯学習課（☎ 22 － 3698）

▼廃プラスチック回収の日程

8月23日

（火）

13:30

～13:45

13:00

～13:45

14:15

～14:30

場　　所

旧 JA 安房

西岬支店

JA 安房

豊房支店

JA 安房

館野支店

日　 　程

な
か
っ
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で

25
人
に
、各
直
売
所
か
ら
の
「
館

山
産
の
新
鮮
な
農
産
物
」
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
当
選
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
協
議
会
か
ら

直
接
通
知
し
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、「
ア
グ
リ
ッ

シ
ュ
た
て
や
ま
」
と
し
て
、
の

ぼ
り
旗
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
消

費
者
の
皆
さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、
直
売
所
フ
ェ
ア
や

直
売
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し

て
、
新
鮮
な
旬
の
農
産
物
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
館
山
市
農
産
物
直

売
所
連
絡
協
議
会
事
務
局
（
☎

22
―
３
３
９
６
）
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市
で
は
、
平
成
23
年
４
月
１

日
現
在
で
75
歳
以
上
の
、
約

５
千
人
を
対
象
に
、
介
護
予
防
の

た
め
の
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

は
、
日
常
生
活
に
関
す
る
25
個

の
質
問
に
よ
り
、
自
分
で
は
気

づ
き
に
く
い
虚
弱
、
低
栄
養
、

運
動
機
能
低
下
、
口
腔
機
能
低

下
な
ど
の
危
険
を
早
期
に
発
見

し
、
介
護
予
防
に
つ
な
げ
る
た

め
の
も
の
で
す
。

　

「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

が
届
い
た
人
は
、
記
入
の
上
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
て
返
送

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
介
護
保
険
で
要
介
護

認
定
（
要
支
援
１
～
要
介
護
５
）

を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
で

す
。

　

問
合
せ
／
福
祉
課
（
☎
22
―

３
４
８
７
）

75
歳
以
上
の
人
が
対
象

介
護
予
防
に「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」

　県では、原爆被爆二世に対する健康診断を実

施しています。

　実施期限／平成 24 年 2 月 29 日（水）

　対象／原爆被爆者の実子で、県内に住所があ

る人

　申込方法／受診を希望する人の郵便番号、住

所、氏名、生年月日、電話番号、被爆者である

親の郵便番号、住所、氏名、被爆者健康手帳番

号を記入し、封書で郵送してください。

※受診書などは後日送付します。

※検査の種類によっては一部自己負担が生じる

ことがあります。

　申込締切／平成 24 年 1 月 31 日（火）必着

　申込み・問合せ／〒260－8667　千葉市中

央区市場町 1―1　県健康福祉部健康福祉指導

課援護恩給室（☎ 043 － 223 － 2349）

原爆被爆二世の健康診断

■乳幼児の場合
　乳幼児は、体温調整機能が未熟なため、屋内と屋外の気温差が大きいと自律神経の失調を起こし、熱中
症を起こしやすくなります。急な温度変化から、短い時間で症状が重くなります。
　水分を取り、脱水状態にならないよう、様子をよく確認しましょう。また、外出はできるだけ午前中や
夕方など涼しい時間帯にしましょう。ベビーカーの温度は大人の顔の位置の温度より3 ～ 4℃高くなります。
日よけを時おり開け、風通しをよくしましょう。

■高齢者の場合
　高齢になると、汗腺の機能が低下して汗をかきにくくなり、また、体温を調整する機能が低下して、熱
中症を起こしやすくなります。
　こまめに水分を取り、脱水状態にならないよう注意しましょう。また、寝る前には、コップ 1 杯程度の水
を飲んでおきましょう。
　　　

■熱中症になってしまったら　～熱中症の応急手当～
①涼しい場所に運び、頭より足を少し高くして寝かせましょう。
②冷やしたタオルで、首やわきの下、足の付け根などを冷やしましょう。
③水分と塩分の補給として、スポーツドリンク（0.1～ 0.2％のナトリウムを含むもの）や、0.1～ 0.2％の
食塩水（コップ 1 杯に対して軽く一つまみの塩）を飲ませましょう。
④水分を自力で取れない時や、症状が改善しない場合は医療機関を受診しましょう。また、呼びかけに対
して返事がおかしい時や、意識がない時は救急隊を要請しましょう。

　暑さが厳しくなる 8 月には、熱中症にかかる人が増加します。今
年は節電の影響により、エアコンの設定温度が高くなることが予想
されますので、特に乳幼児や高齢者は注意が必要です。

　熱中症にならないよう、こまめに水分を取ったり、風通しをよくするなどして、
室内の環境管理（室温の確認）をしましょう。
　気温がそれほど高くない日でも、湿度が高い日や風が弱い日には、熱中症になる
恐れがあります。また、体が暑さに慣れていない時は注意が必要です。
　問合せ／健康課（☎ 23 － 3113）、福祉課（☎ 22 － 3487）

熱 中 症 に
注意しましょう
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小
笠
原
諸
島
の
父
島
へ
向
か

う
、
小
笠
原
海
運
（
株
）
所
有

の
『
お
が
さ
わ
ら
丸
』（
６
千
700

ト
ン
、
速
度
22
・
５
ノ
ッ
ト
、

旅
客
定
員
１
千
43
人
）
が
10
月

18
日
（
火
）、
館
山
港
多
目
的

観
光
桟
橋
に
寄
港
し
ま
す
。『
お

が
さ
わ
ら
丸
』
は
館
山
港
を
出

港
後
、
約
１
日
か
け
て
父
島
へ

向
か
い
ま
す
。

　

父
島
ま
で
の
距
離
は
、
館
山

市
か
ら
約
930
キ
ロ
、
そ
の
緯
度

は
沖
縄
と
ほ
ぼ
同
緯
度
で
す
。

小
笠
原
諸
島
へ
の
空
路
は
な

く
、
通
常
は
東
京
港
（
竹
芝
桟

橋
）
か
ら
唯
一
の
定
期
船
『
お

が
さ
わ
ら
丸
』
が
週
１
回
往
復

し
て
い
る
だ
け
で
す
。

　

小
笠
原
諸
島
は
、
か
つ
て
一

度
も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ
た

こ
と
が
な
い
海
洋
島
で
、
小
笠

原
だ
け
に
し
か
生
息
し
な
い
固

有
の
動
植
物
が
多
数
生
息
し
、

美
し
い
大
自
然
が
目
を
奪
い
ま

す
。
ま
た
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
自

然
遺
産
委
員
会
は
６
月
24
日
、

パ
リ
の
会
議
に
お
い
て
、
小
笠

原
諸
島
を
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

小
笠
原
海
運
（
株
）
で
は
、

今
回
の
『
お
が
さ
わ
ら
丸
』
寄

港
に
合
わ
せ
、
館
山
港
多
目
的

観
光
桟
橋
か
ら
乗
降
で
き
、
往

復
の
２
等
運
賃
と
現
地
の
宿

泊
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
、
便
利

で
お
得
な
個
人
セ
ッ
ト
旅
行
を

企
画
し
ま
し
た
。
コ
バ
ル
ト
ブ

ル
ー
の
海
で
イ
ル
カ
と
泳
ぎ
、

亜
熱
帯
の
山
々
を
歩
く
、
そ
ん

な
旅
が
楽
し
め
ま
す
。

　

個
人
セ
ッ
ト
旅
行
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
内
の
各
旅
行
代

理
店
に
あ
る
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
小
笠
原
海
運（
株
）（☎

03
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１
）

お 知 ら せ

　

市
で
は
、
館
山
の
春
夏
秋
冬
の
織
り
成
す
多
彩
な
風
景
や
自
然
、

文
化
な
ど
を
200
枚
余
り
の
写
真
で
紹
介
す
る
『
館
山
ア
ル
バ
ム
』
を
、

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

『
館
山
ア
ル
バ
ム
』
の
各
ペ
ー
ジ
に
は
写
真
の
解
説
が
掲
載
さ

れ
、「
日
本
語
・
英
語
版
」
の
ほ
か
、「
日
本
語
・
韓
国
語
版
」、「
日

本
語
・
中
国
語
（
繁は

ん
た
い
じ

体
字
）
版
」、「
日
本
語
・
中
国
語
（
簡か

ん
た
い
じ

体
字
）

版
」
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
付
録
の
Ｃ
Ｄ
は
、
館
山
ふ
る
さ
と
大

使
で
あ
る
深
津
純
子

さ
ん
の
フ
ル
ー
ト
の

音
色
を
聴
き
な
が
ら
、

写
真
の
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
楽
し
め
る

内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か

ら
夏
休
み
や
秋
の
旅

行
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
皆
さ

ん
が
国
内
外
へ
お
出

掛
け
す
る
際
の
館
山

を
紹
介
す
る
お
土
産

と
し
て
、
こ
の
『
館

山
ア
ル
バ
ム
』
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
価
格
は
１
冊

１
千
円
で
、企
画
課
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
購
入
を
希
望
す
る
人
は
、

企
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
日
本
語
・
英
語
版
」
の
サ
ン
プ
ル
は
、
市
役
所
玄
関
ロ

ビ
ー
の
ほ
か
、
図
書
館
、
各
地
区
公
民
館
な
ど
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
企
画
課
（
☎
22
―
３
１
６
３
）

『
館
山
ア
ル
バ
ム
』
の
活
用
を

お
出
掛
け
の
際
の
〝
館
山
の
お
土
産
〟
に

今
年
も『
お
が
さ
わ
ら
丸
』が
寄
港

▲多目的観光桟橋に寄港する『おがさわら丸』

館
山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
に

ルールを守って
楽しい花火

　楽しい花火も、ひとつ間違え
ると大きな事故につながりま
す。花火をするときは次のこと
を守り、安全に行いましょう。
◎大人と一緒に遊びましょう。
◎注意書きをよく読んで、必ず
守りましょう。
◎花火を人や家に向けないよう
にしましょう。
◎水の入ったバケツを用意しま
しょう。
◎風の強いときは、花火をやめ
ましょう。
◎筒もの花火は、途中で火が消
えても中をのぞかないようにし
ましょう。
◎花火をポケットに入れないよ
うにしましょう。
　問合せ／安房郡市消防本部

（☎ 22 － 2234）

▲館山市を写真で紹介する『館山アルバム』
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鏡
ヶ
浦
に
沈
む
夕
日
を
沖
ノ

島
か
ら
眺
め
る
、
サ
ン
セ
ッ
ト

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
８
月
21
日
（
日
）
午

後
４
時
30
分
集
合
、
午
後
５
時

出
発
、午
後
７
時
30
分
解
散
（
予

定
）

※
雨
天
中
止
。
中
止
の
場
合
、

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
ス

ポ
ー
ツ
課
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

　

集
合
場
所
／
館
山
港
多
目
的

　

家
庭
か
ら
流
れ
出
る
汚
れ
た

水
が
微
生
物
の
働
き
で
き
れ
い

に
な
る
様
子
を
見
な
が
ら
、
下

水
道
に
つ
い
て
学
び
ま
し
ょ

う
。

　

日
時
／
８
月
21
日
（
日
）
午

前
９
時
30
分
～
（
受
付
午
前
９

時
～
）

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程

度
。

　

会
場
／
鏡
ヶ
浦
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
終
末
処
理
場
）

飲
み
物
、
帽
子
、
反
射
テ
ー
プ
、

タ
ス
キ
な
ど

※
帰
路
は
薄
暗
く
な
る
の
で
、

明
る
め
の
目
立
つ
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。（
当
日
の
日

の
入
り
時
刻
は
午
後
６
時
23
分

頃
）

　

申
込
方
法
／
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
は
が
き

で
申
込
み
先
ま
で
。

　

締
切
／
８
月
12
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

８
６
０
１　

北
条
１
１
４
５

―
１　

ス
ポ
ー
ツ
課
（
☎
22

―
３
６
９
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
23
―

３
１
１
５
）

募 集

下
水
道
に
つ
い
て
学
ぼ
う

夏
休
み
親
子
見
学
会

体

験

入

学

　

国
立
館
山
海
上
技
術
学
校

で
は
、
体
験
入
学
を
開
催
し

ま
す
。

　

当
校
で
は
、
優
秀
な
船
舶

技
術
者
（
船
員
）
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全

国
か
ら
中
学
卒
業
生
を
募
集

し
、
３
年
間
の
海
技
教
育
と

普
通
教
育
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
卒
業
生
は
、
海
運
界
や

そ
の
関
連
産
業
を
中
心
に
幅

広
く
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

日
程
／
９
月
10
日
（
土
）、

10
月
15
日
（
土
）

　

内
容
／
授
業
体
験
、
資
格

説
明
、
進
路
説
明
、
入
試
ガ

イ
ダ
ン
ス

　

問
合
せ
／
国
立
館
山
海
上

技
術
学
校
教
務
課
（
☎
22
―

１
９
１
２
）

国

立

館

山

海

上

技

術

学

校

サ
ン
セ
ッ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

鏡
ヶ
浦
に
沈
む
夕
日
を
沖
ノ
島
か
ら
眺
め
よ
う
！

　講師の滝口仲
なかあき

秋さんが、難病に侵され、絶望の状
態から試練に耐え、立ち直った体験を語ります。
　日時／ 8 月 26 日（金）14:00 ～ 15:00
　場所／南総文化ホール小ホール
　入場料／無料
　問合せ／館山市手をつなぐ親の会　松苗（☎ 090
－ 4270 － 4715）

講演会「日々楽しさの創造」
～落ち込みから立ち直るまで～

観
光
桟
橋
入
口

　

コ
ー
ス
／
館
山
港
多
目
的
観

光
桟
橋
～
沖
ノ
島
～
館
山
港

多
目
的
観
光
桟
橋
（
約
８
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
）

　

参
加
資
格
／
８
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
歩
け
る
体
力
が
あ
る
人
。
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

　

参
加
費
／
１
人
100
円
（
保
険

料
含
む
）

　

持
ち
物
／
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

　

対
象
／
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
）。
一
般
も
可
。

　

参
加
費
／
無
料

　

申
込
方
法
／
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
者

の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

学
校
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

※
電
話
で
の
申
込
み
は
土
・
日

曜
日
を
除
き
ま
す
。
当
日
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
下
水
道

課
（
☎
22
―
３
６
６
１
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
23
―
３
１
１
６
、
Ｅ
メ
ー

ルg
e
su

i@
c
ity

.ta
te

y
a
m

a
.

c
h
ib

a
.jp

）
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南
総
文
化
ホ
ー
ル
・
国
際
交

流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
事
務

局
で
は
、「
外
国
人
に
よ
る
日

本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
「
国
際

交
流
フ
ェ
ス
タ　

ｉ
ｎ　

Ａ
Ｗ

Ａ
」
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
、
県
内
に

在
住
す
る
外
国
人
が
地
域
の
中

で
感
じ
、
考
え
、
発
見
し
た
こ

と
を
日
本
語
で
ス
ピ
ー
チ
し
ま

す
。

　

日
時
／
11
月
26
日
（
土
）
午

後
０
時
30
分
開
場
、
午
後
１
時

開
演

　

場
所
／
南
総
文
化
ホ
ー
ル
小

ホ
ー
ル

　

応
募
資
格
／
県
内
に
在
住
す

る
外
国
人

※
ス
ピ
ー
チ
の
レ
ベ
ル
は
初

級
・
上
級
が
あ
り
ま
す
。
初
級

は
日
本
で
の
在
住
期
間
が
５
年

以
内
で
あ
る
こ
と
。
上
級
は
特

に
設
け
ま
せ
ん
。

　

応
募
方
法
／
応
募
用
紙
に
発

表
内
容
を
日
本
語
で
400
字
程
度

に
要
約
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ
実

行
委
員
会
事
務
局
へ
郵
送
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。
テ
ー
マ
は

自
由
で
す
。

※
応
募
用
紙
は
市
役
所
受
付
、

南
総
文
化
ホ
ー
ル
受
付
で
配
布

す
る
ほ
か
、
南
総
文
化
ホ
ー
ル

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

n
a
n

so
-b

u
n

k
a
.jp

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

応
募
締
切
／
９
月
30
日
（
金
）

　

応
募
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
４
５　

北
条
740
―
１　

国

際
交
流
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局
（
南
総
文
化
ホ
ー
ル
内
）

（
☎
22
―
１
８
１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

22
―
１
８
３
４
、
Ｅ
メ
ー
ル

a
sa

m
i-ish

ii@
k
m

ix
.c

o
.jp

）

募 集

有 
料 
広 
告

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

国
際
交
流
フ
ェ
ス
タ　

ｉ
ｎ　

Ａ
Ｗ
Ａ

自衛官を募集

　防衛省・自衛隊では、

自衛官（特別職国家公

務員）を募集します。

　問合せ／自衛隊千葉

地方協力本部館山分駐

所（☎ 22 － 0385）

■防衛大学校
　幹部自衛官となり、自衛隊の指揮官と

して活躍します。

　応募資格／ 18 歳以上 21 歳未満の人

　受付期間／【推薦】9 月 5 日（月）～

8 日（木）【一般】9 月 5 日（月）～ 30

日（金）

　一次試験／【推薦】9 月 24 日（土）、

25 日（日）【一般】11 月 5 日（土）、6

日（日）

■航空学生
　海上自衛隊・航空自衛隊のパイロット

として大空で活躍します。

　応募資格／ 18 歳以上 21 歳未満の人

　受付期間／ 8月 1日（月）～ 9月 9日（金）

　一次試験／ 9月 23日（金・祝）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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旧
県
立
安
房
博
物
館
の
移
譲

を
受
け
た
市
で
は
、
そ
の
博
物

館
機
能
を
継
承
す
る
た
め
、
旧

安
房
博
物
館
が
開
催
し
て
き
た

「
安
房
学
講
座
」
を
再
開
し
ま

す
。

　

講
座
の
内
容
は
、
市
立
博
物

館
本
館
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
「
安
房
の
歴
史
と
文
化
」
と

同
分
館
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
「
房
総
の
海
と
生
活
」
に
関

わ
る
も
の
で
、
地
元
の
研
究
者

や
安
房
地
方
を
研
究
し
て
い
る

研
究
者
が
講
師
と
な
り
、
各
分

野
に
わ
た
っ
て
分
か
り
や
す
く

解
説
し
ま
す
。

　

日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　

場
所
／
市
立
博
物
館
分
館

（
旧
県
立
安
房
博
物
館
）

　

定
員
／
80
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
各
回
200
円

　

申
込
方
法
／
往
復
は
が
き
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
明
記
し
、
申
込
み
先
ま
で
。

※
参
加
の
可
否
は
後
日
連
絡
し

ま
す
。

　

申
込
締
切
／
初
回
は
８
月
26

日
（
金
）
必
着

※
２
回
目
以
降
は
後
日
、
広
報

な
ど
で
募
集
し
ま
す
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
３
６　

館
山
１
５
６
４
―

１　

市
立
博
物
館
分
館
（
☎ 

24

―
２
４
０
２
）

　（社）千葉県歯科衛生士会では、
幼児期からの規則正しい食生活と、
丈夫な歯でゆっくり噛むことへの習
慣づくりを勧めるため、「かむ子・
のびる子・元気な子」～健康かみか
み弁当～の作品
を募集します。
　応募資格／県
内に在住、在勤、
在学する人
　作品の規定／①子ども向きのお弁
当であること。②家庭や集団で利
用できること。③よく噛んで味わえ
るメニューであること。④ 1 人分
が 500 円程度の食材で作れること。
⑤千葉県の農水産物を使用するこ
と。⑥手軽に作れるメニューである
こと。
　応募の規定／① 1 人何点でも応
募可能ですが、未発表のものに限り
ます。②著作権は主催者に帰属しま
す。③応募作品は、広報用としても
活用します。
　応募方法／応募用紙にお弁当の献
立（2 人分）を記入し、自分で作っ
たお弁当の写真（1 個分）を添え、
返信用封筒（80 円切手を貼り、あ
て先を記入したもの）を同封し、郵
送してください。
※応募用紙は（社）千葉県歯科衛生
士会事務局にＦＡＸで申し込んでく
ださい。また、ホームページ（http://
www.chiba-dha.net）からダウン
ロードすることもできます。
　応募締切／ 9 月 13 日（火）消印
有効
　選考方法／書類審査により 10 点
選考し、コンクール当日［11 月
13 日（日）］、会場（千葉県口腔保
健センター）に実際に調理した弁当
2 個（審査用・展示用）を持参して
もらい、各賞を決定します。
　応募・問合せ／〒 261 － 0002
　千葉市美浜区新港 32 － 17　千
葉県口腔保健センター内（社）千葉
県歯科衛生士会（☎・ＦＡＸ 043
－ 241 － 9903）

料理コンクール

「かむ子・のびる子・元気な子」

　第 35 回館山市民音楽祭の参

加者を募集します。

　日時／ 11月5日（土）13:30 ～

　場所／南総文化ホール小ホール

　申込締切／ 9 月 2 日（金）

　申込み・問合せ／館山音楽鑑

賞協会事務局（☎ 22 －1398）

▲旧安房博物館の安房学講座の様子

市
立
博
物
館

「
安
房
学
講
座
」
を
再
開

館山市民音楽祭

No.

1

2

3

日　時
9月3日（土）
13:30
～15:30
10月15日（土）
13:30
～15:30
1月7日（土）
13:30
～15:30

演　題
モントレーの魅力と
日米博物館交流～
市民の視点から～

房総の石
いしまくら

枕

地震と津 波―房
総の地殻変動と
地震の歴史―

講　師
旧安房博物館
国際交流等委員会委員

三橋　祥
よしえ

江　氏
(財)千葉県教育振興財団
普及資料課長
栗田　則久　氏
國學院大學
神道文化学部教授

笹
さそう

生　衛　氏
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安
房
地
方
の
こ
と
を
知
り
た

い
、
学
び
た
い
と
い
う
人
を
対

象
に
、
館
山
市
、
鴨
川
市
、
南

房
総
市
、
鋸
南
町
の
公
民
館
が

連
携
し
て
、
ふ
る
さ
と
安
房
に

つ
い
て
学
ぶ
「
見
た
り
・
聞
い

た
り　

安
房
の
国
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
地
域
は
、
古

　

テ
ー
マ
は
各
市
町
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
に
関
す
る
こ
と

で
、
講
義
や
現
地
学
習
を
行
い

ま
す
。
現
地
学
習
の
際
は
、
市

の
生
涯
学
習
バ
ス
で
移
動
し
ま

す
。

　

申
込
み
や
問
合
せ
は
、
住
所

地
の
公
民
館
で
応
じ
ま
す
。

■
第
１
回
は
館
山
市
で
開
催

　

日
時
／
８
月
26
日
（
金
）【
講

義
】
午
前
10
時
～
【
現
地
学
習
】

午
後
１
時
～

　

場
所
／
【
講
義
】
中
央
公
民

館
【
現
地
学
習
】
東
京
海
洋
大

学
館
山
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
坂

田
）

　

テ
ー
マ
／
サ
バ
に
マ
グ
ロ
を

産
ま
せ
る
新
技
術
―
マ
グ
ロ
の

絶
滅
を
防
ぐ
!!
―

　

講
師
／
竹
内
裕ゆ

た
か

 

氏
（
東
京
海

洋
大
学
准
教
授
）
ほ
か

　

対
象
／
館
山
市
民

　

定
員
／
25
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

　

参
加
費
／
100
円
程
度
（
保
険

料
）

　

申
込
締
切
／
８
月
19
日
（
金
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（
☎
23
―
３
１
１
１
）

※
第
２
回
以
降
は
随
時
募
集
し

ま
す
。

募 集

有 
料 
広 
告

見
た
り
・
聞
い
た
り　

安
房
の
国

安
房
地
方
公
民
館
連
絡
協
議
会
事
業

未定

※天候などの都合により、日程を変更する場合があります。

開催市町

第 1 回

館山市

第 2 回

鋸南町

第 3 回

南房総市

第 4 回

鴨川市

開催日

8月26日

（金）

10月 7日

（金）

2月10日

（金）

テーマ

サバにマグロを

産ませる新技術

―マグロの絶滅

を防ぐ！！―

安房の国境「鋸

山・日本寺」

向
こうさいぼう

西坊と元
がんちょうざくら

朝桜

（抱
ほうこえん

湖園）

未定 

▼「見たり・聞いたり　安房の国」の日程

館山市中央公民館

（コミュニティセン

ター内）ほか

場所

鋸南町立中央公民

館、日本寺

自然の宿くすの木

ほか

未定

来
か
ら
「
安
房
の
国
」
と
し
て

文
化
圏
を
共
有
し
て
い
て
、
現

在
も
ま
た
、
生
活
圏
の
拡
大
に

よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
安
房
管
内
の
公
民

館
が
１
回
ず
つ
講
座
を
担
当

し
、
全
４
回
の
予
定
で
「
安
房

の
国
」
を
巡
り
ま
す
。

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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◆夏休みは特別おはなし会を開催します 
　図書館では、８月に特別おはなし会を開催します。夏の暑さを

忘れさせるような少し怖いお話を集めた「ちょっとこわ～いおは

なし会」と、絵本やパネルシアターなど楽しい内容もりだくさん

の「夏のスペシャルおはなし会」の２回です。どちらも予約の必

要はありません。当日時間までに、図書館集会室にお越しください。

「ちょっとこわ～いおはなし会」　8/18(木 )午前 10:30から 
「夏のスペシャルおはなし会」　　8/25(木 )午前 10:30から

☆夏休み期間は午後６時まで開館します
　８月31日までの間（休館日を除く）、開館時間を午後６時まで延長しています。どうぞご利用ください。

　なお、節電のため、開館中は館内照明・空調を一部停止しています。

☆トイレの改修を行っています
　改修工事中のため、館内のトイレが使用できません。工期は９月末までの予定です。改修中は館外に設置してある仮設トイ

レをご利用ください。長期に渡りご不便をおかけしますが、ご協力をお願いします。

●今月のおすすめ
　『フジツボ　魅惑の足まねき』 　倉谷うらら著　／　岩波書店

 　海の岩場などで、びっしりと張り付いた姿を見ることができるフジツボ。なんとなく不気味で怖

いイメージを持っている人も多いかもしれませんが、実は、かのダーウィンが「愛しのフジツボ」と

呼んで夢中で研究したほど、美しく奥の深い生き物なのです。この本は、フジツボの魅力に取り付

かれた著者が、基礎知識から不思議な生態と観察方法、医療技術への応用の可能性や文化との

つながり、果てはフジツボを巡る都市伝説まで、豊富なカラー図版を交えて綴った、まさにフジツ

ボの入門書です。この本を読めば、海辺のフジツボを見る目がこれまでと大きく変わる…かもしれ

ません。

8月の休館日　
8/1、8、15、22、26、29図書館だより 70 館山市図書館（ 22－ 0701）

8月のおはなし会・わらべうたの会

児童向け 、幼児向け 、わらべうたの会  

　　　　　　※８月はお休みします。

　　　　　　　ご注意ください。

『フジツボ　魅惑の足まねき』

ポイント 1：食中毒菌をつけない！
◎調理前や食事前は手洗いをしましょう。
◎まな板や包丁、ふきんはよく洗って乾燥させましょう。
◎調理の時は、生肉や生魚の汁がサラダなど生で食べるものにかからないように、器具や
食器を変えたり、きちんと洗浄することを心がけましょう。
ポイント 2：食中毒菌を増やさない！
◎生鮮食品は、買ったらすぐに冷蔵庫や冷凍庫に入れ、調理したらすぐに食べましょう。
◎残った食べ物は冷蔵庫へ入れて、低温で保存しましょう。
ポイント 3：食中毒菌を生かしておかない！
◎食材を加熱調理する時は、中心部まで熱が届くように十分に加熱しましょう。
◎食品を温め直す時も十分に加熱しましょう。目安は、中心部が 75℃で 1 分間以上です。

　8 月は食品衛生月間です。夏は海水浴やキャンプ、旅行などいろいろな場所へ出掛け、行動が活発
になる季節です。でも、活発になるのは人間だけではありません。夏の高温多湿な環境を好んで多発
する食中毒も同様です。
　食中毒菌がついた食べ物を見分けることは大変難しく、目で見ても、鼻で嗅い
でも、舌にのせても、まったく普通で変わったところがありません。
　家庭でできる食中毒予防のポイントを次のとおり紹介しますので、毎日の食生
活に役立ててください。
　問合せ／健康課（☎ 23 － 3113）

安全・安心な食事で“おいしく楽しく健康な夏”を食中毒に注意！

洗浄・乾燥

低温保存

加熱
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市
民

シリーズ

347
「
館
山
の
今
と
未
来
の
笑
顔
の
た
め
に
」

306

　

「
安
房
の
海
を
守
り
育
む
会
」

は
平
成
13
年
７
月
に
発
足
。
平
成

16
年
７
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
し
て

認
証
さ
れ
、
現
在
、
会
員
160
人
、

賛
助
会
員
52
人
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

「
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、
川

や
海
を
昔
の
よ
う
に
き
れ
い
に
し

て
引
き
渡
し
た
い
」
と
の
思
い
で
、

船
形
地
区
の
宇
田
川
や
ど
ん
ど
ん

川
を
中
心
に
、有
用
微
生
物
群
（
Ｅ

Ｍ
）
を
使
っ
た
川
と
海
の
浄
化
活

動
を
展
開
。 

「
Ｅ
Ｍ
活
性
液
の
放

流
、
培
養
の
た
め
の
仕
込
み
作
業

は
大
変
で
す
。
雨
の
日
も
、
夏
の

暑
い
日
も
、
毎
週
日
曜
日
に
休
む

こ
と
な
く
続
け
て
い
ま
す
。
10
年

も
の
間
に
は
、
日
曜
日
が
元
日
や

台
風
の
時
も
あ
り
ま
し
た
が
１
回

も
休
ん
だ
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
福
原
一
事
務
局
長
。

そ
し
て
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
20
年
よ
り
『
館
山

「
川
と
海
」
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

を
立
ち
上
げ
、
館
山
湾
全
体
を
き

れ
い
に
す
る
た
め
、
湾
の
中
央
に

流
れ
込
む
汐
入
川
の
浄
化
を
目
指

し
、
活
動
を
拡
大
。
市
民
や
地
元

企
業
、
団
体
か
ら
の
寄
付
金
で
、

３
ト
ン
仕
込
め
る
Ｅ
Ｍ
培
養
機
械

の
購
入
や
倉
庫
を
設
置
。
今
後
、

流
域
住
民
の
方
々
に
会
の
活
動
に

つ
い
て
説
明
会
を
行
い
、
理
解
を

求
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

仲
山
邦
松
理
事
長
は
、「
館
山

湾
全
体
を
浄
化
す
る
た
め
に
は
、

長
い
年
月
と
労
力
が
必
要
で
す
。

会
の
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
い
、

協
力
し
て
く
れ
る
人
の
輪
を
広
げ

た
い
。
海
を
核
と
し
た
安
房
地
域

の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
（
日
）
９
時
か
ら
は
、

年
１
回
行
わ
れ
る
「
Ｅ
Ｍ
団
子
」

作
り
を
船
形
小
学
校
で
行
う
予
定

で
、
市
民
の
協
力
を
求
め
て
い
ま

す
。

館
山
の
鎌
倉
寺
社
領

安あ
ん
ど
う
こ
う
な
い

東
郷
内
朴

ほ
う
が
や
つ
む
ら

谷
村
に
、
極
楽
寺
子

院
宝
塔
院
の
所
領
が
存
在
し
た
こ

と
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
の
安
東

郷
周
辺
に
は
、
前
回
紹
介
し
た
千

手
院
や
ぐ
ら
群
を
は
じ
め
、
中
世

の
や
ぐ
ら
や
石
造
文
化
財
が
濃
密

に
分
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
鎌
倉
の
寺
社

領
は
や
ぐ
ら
の
密
集
す
る
地
域
と

重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
港
を
拠
点
と
し
て
、
北
条
得

宗
家
と
結
び
つ
い
た
禅
宗
や
律
宗

系
の
寺
院
が
、
こ
の
地
で
活
動
し

て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
地
域
の
一
画
に
あ

る
館
野
地
区
国
分
の
萱か

や
の
い
せ
き

野
遺
跡
か

ら
は
、
北
条
得
宗
家
に
関
わ
る
寺

社
に
限
定
し
て
使
用
さ
れ
る
瓦
が

出
土
し
、
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
湾
を
挟
ん
で
鎌
倉
に
接
し

て
い
る
房
総
半
島
に
は
、
鎌
倉
の

有
力
寺
社
の
所
領
が
多
数
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
寺
社
は
、

鎌
倉
幕
府
や
北
条
得と

く
そ
う
け

宗
家
と
関
わ

り
が
深
く
、
海
上
交
通
を
お
さ
え

る
よ
う
に
所
領
を
持
ち
、
そ
こ
を

通
じ
て
房
総
と
の
交
流
を
し
て
い

ま
し
た
。

鎌
倉
の
東
隣
に
あ
っ
た

武む
さ
し
の
く
に

蔵
国
久

く
ら
き
ぐ
ん

良
岐
郡
六

む
つ
ら
の
し
ょ
う

浦
庄
に
は
、

鎌
倉
の
外
港
と
し
て
発
展
し
た

六む
つ
ら
の
つ

浦
津
が
あ
り
ま
す
。
武
家
の
都
・

鎌
倉
の
繁
栄
は
、
鎌
倉
近
隣
の
領

地
か
ら
六
浦
を
経
由
し
て
送
ら
れ

て
く
る
物
資
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ

て
い
た
の
で
す
。
こ
の
六
浦
津
の

管
理
を
担
っ
て
い
た
の
が
、
関
東

に
お
け
る
律
宗
の
拠
点
寺
院
で

あ
っ
た
金

か
ね
さ
わ
し
ょ
う
み
ょ
う
じ

沢
称
名
寺
で
す
。
金
沢

北
条
氏
と
そ
の
氏
寺
・
称
名
寺
は
、

対
岸
の
房
総
半
島
に
所
領
を
持
つ

こ
と
で
、
東
京
湾
の
海
上
交
通
を

も
掌
握
し
ま
し
た
。

市
内
豊
房
地
区
の
出い

で
の
お

野
尾
に

あ
る
小こ

あ
み
じ

網
寺
に
は
、
称
名
寺
の
開

山
審し

ん
か
い海

上
し
ょ
う
に
ん

人
ゆ
か
り
の
密み

っ
き
ょ
う
ほ
う
ぐ

教
法
具

が
伝
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
北

東
、
現
在
の
西
長
田
・
東
長
田

に
あ
た
る
長な

が
た
の
ほ

田
保
西
方
は
、
貞

治
４
（
１
３
６
５
）
年
に
鎌
倉

公く
ぼ
う方

足あ
し
か
が
も
と
う
じ

利
基
氏
に
よ
り
、
円え

ん
が
く
じ

覚
寺

仏ぶ
つ
に
ち
あ
ん

日
庵
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
称
名
寺
と
と
も
に
律

宗
の
有
力
寺
院
で
あ
っ
た
極
楽
寺

も
、
館
山
に
所
領
を
有
し
て
い

ま
し
た
。
応
永
30
（
１
４
２
３
）

年
の
「
鎌
倉
公
方
足あ

し
か
が
も
ち
う
じ

利
持
氏

御み
ぎ
ょ
う
し
ょ

教
書
」
に
よ
る
と
、
現
在
の
九

重
地
区
宝ほ

う
が
い貝

に
あ
っ
た
と
さ
れ
る

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
⑤

▲船形地区宇田川での作業の様子

▲金沢称名寺（神奈川県横浜市金沢区）

▲円覚寺（神奈川県鎌倉市）

市
立
博
物
館
の
休
館
日

８
月
１
日
、８
日
、15
日
、22
日
、29
日


